
 

（第２号様式）   
令和８年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立藤沢工科高等学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①新学習指導要領を踏ま

えた効果的な学習指導

を進めることにより、

ものづくりの現場や新

た な 社 会 (Society 

5.0)で求められる､職

業人としての専門的か

つ実践的な技術・技能

と、それを支える基礎

的学力の着実な定着を

目指す。 

②特別活動への取組か

ら、他者との協働を進

める上で必要となる資

質と能力を育成する。 

①生徒一人ひとりの資

質・能力に応じた「き

め細かい指導」を徹底

し、確かな学力の定着

を図るとともに、社会

の変化に柔軟に対応で

きる生徒を育成する。  

②各教科における ICT の

有効活用をさらに推進

し、授業改善を通じて

生徒の理解度を高め、

デジタル社会にふさわ

しい情報活用能力を養

う。 

①デジタルツールを効果的に

授業に取り入れ、生徒の習

熟度や学習状況に応じたき

め細かい指導・支援を行

う。 

②教科内・教科間での実践事

例の共有を行い、学校全体

で ICT 活用スキルの向上と

指導法の共通理解を図る。 

③生徒会活動や学校行事にお

いて、生徒が主体的に取り

組む場面を設け、協働して

課題を解決する力を育む。 

 

①各教科等において ICT を効

果的に活用した指導案の作

成や、授業実践が計画的に

行われたか。 

②生徒の状況に応じた教材の

工夫やフィードバックを行

い、学習への意欲や満足度

を向上させることができた

か。 

③研修会等を通じて、ICT利活

用に関する情報の共有や、

教員間の相互支援が円滑に

行われたか。 

 

     

２ 生徒指導・支援 

①豊かな人間性と社会

性、及びコミュニケー

ション能力の育成に向

けた指導を推進する。 

②全ての生徒の学校生活

がより良いものとなる

よう、教育相談及び支

援教育体制を充実さ

せ、一人ひとりに対し

丁寧な対応を行う。 

①互いを尊重しながら自

分の考えをわかりやす

く伝え、相手の話を最

後まで聴くことができ

る生徒を育てる。 

①部活動への参加率向上

に向けたさらなる魅力

化を図り、ソーシャ

ル・スキルの定着を日

常のあらゆる場面で促

す指導を継続する。 

②全ての生徒が、困った

ときに安心して相談で

きる窓口と雰囲気を整

え、一人ひとりの実態

に応じた支援を計画的

に行う。 

①支援が必要な生徒につい

て、学年会や校内委員会で

共有し、支援計画を作成す

る。 

①部活動における様々な指導

により、教育的効果を上

げ、引き続き活性化に向け

取り組む。実施にあたり、

学校全体で組織的に部活動

を支え、継続的な体制づく

りを進める。 

②気になる生徒については、

生徒指導担当や養護教諭と

情報共有し、ケース会議な

どで対応を検討する。 

 

①複数の教員で共通の生徒に

ついて話し合い、場面ごと

の様子から成長や課題を共

有できたか。 

①部活動への参加生徒が増加

したか。部員へのアンケー

トで、肯定的な回答を 75％

以上得られたか。 

②個別支援を行った生徒につ

いて、学習状況や出席状

況、表情や対人関係の変化

を複数の教員で共有し、支

援の効果を振り返ることが

できたか。 

 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①地域や社会の発展を担

う職業人に求められる

能力や態度を育成する

とともに、自らの可能

性への気付きを促すキ

ャリア教育を効果的に

実施する。  

②生徒が望む進路の実現

を支援するため、それ

ぞれに対しきめ細かな

進路指導を進める。 

①学年段階ごとの目標を

明確にし、３年間を見

通してキャリア教育を

実践できる体制を再構

築する。 

②就職・進学それぞれの

希望に応じ、ミスマッ

チを防ぐための個別指

導と迅速な情報提供を

行う。 

 

①外部講師や企業と連携した

ガイダンス、就業体験、出

前授業を各学年の発達段階

に合わせて計画・実施す

る。 

②就職、進学ともに丁寧な指

導を行い、情報提供につい

て既存の手法を精査し、効

率的な情報管理と提供方法

の改善を図る。 

 

①生徒の自己理解・職業理解

を深める指導を実践し、キ

ャリア教育に対する生徒・

保護者の満足度が 70％以上

得られたか 

②生徒・保護者が希望する進

路を、全ての卒業生に実現

させることができたか。ま

た、進学情報の管理・提供

方法について、前年度より

改善が図られたか。 

     

４ 地域等との協働 

①連携・協働により地域

に貢献し愛される学校

づくりを進める。また

各種の活動を生徒の課

題解決能力の伸長や人

間的成長に繋げる機会

とする。 

②地域とともにある学校

としての認知度を向上

させるため、積極的に

情報発信を行う。 

①大規模災害の発生に備

え、引き続き地域の自

治体や企業等との連携

を強化しながら対応を

進める。 

②本校での学習により身

に付けた知識や技能を

活用し、地域連携や地

域に貢献する活動に取

り組む。また、積極的

に情報発信を行う。 

①地域の防災拠点としての役

割を果たすため、藤沢市や

地域の自治会等との連携を

さらに深めた訓練を検討す

るなど、地域貢献に向けた

取り組みを強化する。 

②地域の各種のイベント等に

積極的に参加し、地域貢献

を目指す。また、ＨＰやＳ

ＮＳ等を活用しスピーディ

な情報発信を行う。 

①防災に関連した点検を行

い、課題を改善できたか。

引き続き地域と連携した防

災訓練を効果的に実施でき

たか。 

②イベント等への来場者や関

係者から評価を得ることは

できたか。ＨＰやＳＮＳの

閲覧数や更新回数を増加さ

せられたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全安心に活動できる

教育環境を整備するた

め、施設設備の充実、

事故や災害への対策を

進める。 

②学校運営の組織的な改

善や事故・不祥事の発

生防止に取り組み、社

会の信頼と期待に応え

る学校づくりに努め

る。 

①教育活動を安全安心に

行うため、引き続き校

内環境の整備と改善を

進める。 

②学校運営の組織的な改

善を図るとともに、教

職員の業務量管理と健

康確保を推進し、事

故・不祥事の未然防止

を通して、社会の信頼

と期待に応える学校づ

くりを進める。 

①校内の施設・設備の充実と

安全の確保、オフィス改善

後の校内美化に係る活動に

取り組む。 

②グループ業務や会議、行事

等の見直しにより、業務の

効率化と組織的な学校運営

を進める。 

②勤務時間管理の徹底や部活

動の適正化、不祥事防止研

修を通じて、職員の負担軽

減と健康確保を図る。 

①施設設備の点検・整備や破

損個所及び危険個所の改善

ができたか。校内美化や廃

棄物の適切な処理を推進で

きたか。 

②業務改善が進み、職員の負

担軽減と働きやすさが向上

したか。 

②服務規律と健康管理への意

識が高まり、事故・不祥事

の未然防止につながってい

るか。 

     

 

 


